Measurement and interpretation of elliptically-polarized terahertz electric field vector waveform using electro-optic crystals by オグチ, ケンイチ et al.
論文審査の要旨および学識確認結果 
報告番号 甲 第   号 氏 名 小 口 研 一 
論文審査担当者： 主査 慶應義塾大学准教授  博士(理学)  渡邉 紳一 
 副査 慶應義塾大学教授   理学博士   中迫 雅由 
 副査 慶應義塾大学教授   博士(理学)   大橋 洋士 





































第 6 章では、本研究のまとめと展望について述べている。 
 本研究は、偏光状態も含めた光の電場ベクトル波形について、その正確な計測手段を提供す
るものである。本研究の成果はテラヘルツ光だけではなく、中赤外光や近赤外光など幅広い周
波数スペクトル領域の光の電場ベクトル波形計測に応用することが可能であり、光科学分野に
おいて広範囲に重要な寄与を与えるものとして高く評価できる。よって、本論文の著者は博士
(理学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について、上記審査会委員で試問を行い、
当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
